
絵本『うんこのてんし』ワークシート

聞いて、つなぐ 〜せんそうのはなしを聞いてみよう〜
せんそうのころを知っている人に、はなしを聞いてみよう。「うんこ」みたいな小さなはなしでいい。きみが

聞いたはなしは、たいせつな記録になります。

年　　　組　　　名前: 聞いた日:　　　月　　　日

STEP 1 だれに聞く?

おじいちゃん、おばあちゃん、ひいおじいちゃん、ひいおばあちゃん、近所の人、しせつの人……せん

そうのころ(80年くらい前)のことを知っている人をさがそう。

聞いた人の名前と、自分とのかんけい(例:ひいおばあちゃん):

聞くときの3つのやくそく

1. いそがせない。ゆっくり思い出してもらおう。

2. 話したくないことは、むりに聞かない。

3. さいごに「話してくれてありがとう」をつたえよう。

STEP 2 質問してみよう

ぜんぶ聞かなくてOK。話がふくらんだら、そのまま聞きつづけよう。

せんそうのころ、何さいで、どこに住んでいましたか?

毎日、どんなごはんを食べていましたか?

学校や遊びは、どんなようすでしたか?

くうしゅう(空襲)やひなんの経験はありますか?

いちばんこわかったこと・つらかったことは何ですか?

いちばんうれしかったことは何ですか?

いまの子どもたちに、つたえたいことはありますか?
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STEP 3 聞いたはなしをメモしよう

いちばん心にのこったはなしを、聞いたとおりに書いてみよう。話した人のことば(「」)を使えるとすてきです。

STEP 4 きみが感じたこと

はなしを聞いて、おどろいたこと・考えたことを自由に書こう。

STEP 5 だれかにつたえよう

聞いたはなしを、家族・友だち・クラスにつたえてみよう。きみが「つたえる人」になることで、はな

しは未来にのこります。

聞ける人が近くにいないときは…

1. としょかんで、せんそうの本をさがして読んでみよう。

2. へいわしりょうかん・はくぶつかんに行ってみよう。

3. おうちの人に「だれか知っている人いない?」と聞いてみよう。
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